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徳
川
美
術
館
蔵
青
磁
尊
形
瓶
に
関
す
る
一
考
察

四
三

は　
じ　
め　
に

一　

作
品
の
概
要

　
（
一
）青
磁
中
蕪
形
花
生

　
（
二
）青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生

二　

尾
張
徳
川
家
の
蔵
帳
に
み
る
尊
形
瓶
の
名
称

　
（
一
）江
戸
時
代
の
蔵
帳

　
（
二
）明
治
・
大
正
期
の
蔵
帳

　
（
三
）尊
形
瓶
の
造
形
と
名
称

お
わ
り
に

は
じ
め
に

本
稿
が
扱
う
の
は
、
尾
張
徳
川
家
に
伝
わ
り
、
現
在
は
徳
川
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る

二
点
の
青
磁
尊
形
瓶
、「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」（
花
生
一
二
／
図
1
）お
よ
び
「
青
磁
竹
節
文

中
蕪
形
花
生
」（
花
生
一
四
／
図
2
）で
あ
る
。
い
ず
れ
も
徳
川
美
術
館
の
収
蔵
品
と
し
て

は
す
で
に
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
特
色
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
る
機
会

は
も
た
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
日
本
に
伝
世
す
る
青
磁
尊
形
瓶
の
作
例
は
こ
の
ほ
か
に
、

「
青
磁
尊
形
花
生
」（
毛
利
家
伝
来
、
東
京
国
立
博
物
館［
以
下
、「
東
博
」
と
略
称
す
る
］蔵
）、「
青

磁
二
重
蕪
花
生
」（
尾
張
徳
川
家
伝
来
、
東
博
蔵
）、「
青
磁
中
蕪
花
生
」（
永
井
伊
豆
守
直
敬
所

持
、
中
興
名
物
、
個
人
蔵
）、「
青
磁
中
蕪
形
花
生　

銘 

吉
野
山
」（
大
名
物
、
個
人
蔵
）、「
青

磁
尊
形
花
生　

銘 

夕
端
山
」（
中
興
名
物
、根
津
美
術
館
蔵
）の
五
点
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
青
磁
尊
形
瓶
は
、
中
国
浙
江
省
に
位
置
す
る
龍
泉
窯
で
南
宋
時
代
か
ら
明

時
代
に
か
け
て
生
産
さ
れ
た
。
尊
形
瓶
は
そ
の
名
の
通
り
、
中
国
古
代
の
青
銅
器
で
あ

る
「
尊
」
に
倣
っ
た
器
形
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
森
達
也
氏
に
よ
れ
ば
、
尊
形
は
宋
王

朝
が
南
遷
す
る
際
の
動
乱
で
失
わ
れ
た
青
銅
器
や
玉
の
礼
器
の
代
用
品
と
し
て
南
宋
官

窯
の
段
階
で
新
た
に
生
み
出
さ
れ
、
そ
の
後
龍
泉
窯
へ
と
受
け
継
が
れ
た
器
形
で
あ
る

と
い
う
。
日
本
に
請
来
さ
れ
て
以
降
は
、
座
敷
飾
り
の
道
具
な
ど
と
し
て
用
い
ら
れ
て

き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
出
土
品
で
は
、
新
安
沖
沈
船
か
ら
二
点
が
引
き
揚
げ
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
福
井
・
一
乗
谷
遺
跡
の
朝
倉
屋
敷
跡
に
お
い
て
も
、「
青
磁
二
重
蕪
花

生
」
に
類
似
し
た
青
磁
尊
形
瓶
が
出
土
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
京
都
・
相
国
寺
の
旧
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境
内
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
芭
蕉
の
葉
を
模
し

た
文
様
が
貼
り
付
け
ら
れ
た
破
片
や
、
節
を
も
つ

帯
状
の
貼
花
文
を
も
つ
破
片
な
ど
、
尊
形
瓶
と
思

わ
れ
る
青
磁
片
が
比
較
的
多
く
出
土
し
て
い
る
。

絵
画
資
料
や
文
献
史
料
に
お
い
て
は
、
室
町
時
代

成
立
の
「
祭
礼
草
紙
」（
重
要
文
化
財
、
前
田
育
徳
会

蔵
）の
会
所
で
の
饗
応
の
場
面
に
、
壁
面
に
作
り

付
け
ら
れ
た
押
板
に
所
狭
し
と
花
生（
尊
形
お
よ
び

玉
壺
春
形
）が
並
べ
ら
れ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て

お
り
、
当
該
時
期
に
は
す
で
に
様
々
な
器
種
が
請

来
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
尊
形
瓶
は

押
板
を
飾
る
花
生
と
し
て
選
択
さ
れ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
君
台
観
左
右
帳
記
』
の
諸

本
の
内
の
一
つ
で
あ
り
、
大
永
三
年（
一
五
二
三
）

（
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）

あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
る
。
同
様
に
茶
会
記
に
お
い
て
も
、
青
磁
尊
形
瓶
で
あ
る
こ
と

が
明
白
な
花
生
は
あ
ま
り
登
場
し
な
い
。
江
戸
時
代
後
期
に
入
る
と
、
松
平
不
昧
の
著

し
た
名
物
記
で
あ
る
『
古
今
名
物
類
聚
』
雑
記
之
部
に
「
夕
端
山　

青
磁
中
蕪
」、
文

化
十
三
年（
一
八
一
六
）に
稲
垣
休
叟
が
著
し
た
『
茶
道
筌
蹄
』
巻
三
に
は
中
央
に
球
状

の
膨
ら
み
を
も
っ
た
筒
形
瓶
の
図
を
伴
っ
て
「
中
カ
ブ
ラ　

中
程
ニ
ア
ル
ヲ
云
フ
」
と

記
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な
史
料
に
青
磁
尊
形
瓶
ら
し
き
記
載
は
見
ら
れ
る
が
、「
中
蕪
」

と
い
う
語
に
定
例
化
し
て
い
る
感
が
あ
る
。

室
町
時
代
に
詳
細
に
区
別
さ
れ
て
い
た
尊
形
瓶
は
、
江
戸
時
代
以
降
ど
の
よ
う
に
呼

称
さ
れ
、
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
か
。
茶
会
記
や
名
物
記
な
ど
は
図
を
伴
わ
ず
に
名
称

の
み
を
記
す
場
合
が
多
い
た
め
、
尊
形
瓶
の
受
容
の
様
相
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
当

該
時
期
に
尊
形
瓶
が
ど
の
よ
う
に
呼
称
さ
れ
て
い
た
の
か
を
作
品
に
照
ら
し
て
考
察
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
記
録
に
見
ら
れ
る
器
物
を
想
定
さ
せ
る
作

例
と
し
て
現
存
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
特
定
の
作
品
が
ど
の
よ

う
な
名
称
を
与
え
ら
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
か
と
い
う
個
別
的
な
検
討
は
加
え
ら
れ

て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
徳
川
美
術
館
蔵
の
青
磁
尊
形
瓶
に
つ
い
て
、
個
別
の
作
品
に
お
け

る
名
称
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
名
称
と
造
形
的
特
徴
と
の
関
係
を
指
摘

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
徳
川
美
術
館
の
所
蔵
作
品
は
多
く
が
尾
張
徳
川
家
の
蔵
帳

に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
上
述
の
二
点
の
作
品
に
関
し
て
は
、
記
録
と
の
同
定
が
可
能
で

あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」
お
よ
び
「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」

に
つ
い
て
詳
述
し
、
造
形
や
伝
来
に
つ
い
て
紹
介
し
た
上
で
、
尾
張
徳
川
家
の
蔵
帳
を

基
に
、
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
名
称
を
与
え
ら
れ
て
現
在
ま
で
伝
世
し
て
き
た
の
か
に

つ
い
て
指
摘
す
る
。

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

の
奥
書
を
も
つ
『
小
河
御
所
并
東
山
殿
御
錺
図
』（
徳
川
美
術
館
蔵
）に
は
、
押
板
の
三
具

足
と
し
て
、
器
面
四
方
に
縦
の
帯
状
文
を
も
つ
尊
形
瓶
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
青
磁
尊
形
瓶
と
考
え
ら
れ
る
花
生
が
登
場
す
る
史
料
の
中
で
も
、
天
文

二
十
三
年（
一
五
五
四
）の
奥
書
の
あ
る
『
立
花
図
巻
』（
陽
明
文
庫
蔵
）な
ど
の
花
伝
書
に

お
い
て
は
、
尊
形
瓶
が
と
り
わ
け
詳
細
に
区
別
さ
れ
て
お
り
、
少
し
ず
つ
器
面
の
装
飾

文
様
が
異
な
る
図
を
以
て
「
二
重
カ
フ
ラ
」「
竹
ノ
節
」「
菖
蒲
形
」
な
ど
と
い
っ
た
名

称
が
記
さ
れ
て
い
る（
挿
図
1
）。
現
在
、
尊
形
も
し
く
は
中
蕪
形
と
呼
ば
れ
て
い
る
青

磁
瓶
が
、
よ
り
細
や
か
な
分
類
に
よ
っ
て
異
な
る
名
称
を
与
え
ら
れ
て
い
た
と
分
か

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
江
戸
時
代
以
降
の
花
伝
書
に
は
上
述
の
よ
う
な
花
生
そ
の
も
の

に
関
す
る
記
述
は
少
な
く
な
り
、
青
磁
尊
形
瓶
と
思
わ
れ
る
器
形
の
図
や
そ
の
名
称
は

（
14
）

挿図1　立花図巻　陽明文庫蔵
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五

一　

作
品
の
概
要

（
一
）青
磁
中
蕪
形
花
生

形
状口

縁
部
が
漏
斗
状
に
開
く
口
頸
部
、
や
や
潰
れ
た
球
状
に
膨
ら
む
胴
部
、
裾
広
が
り

に
開
く
基
部
の
三
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
釉
調
は
や
や
緑
味
の
強
い
明
る
い
青

緑
色
を
呈
し
て
お
り
、
比
較
的
厚
く
ム
ラ
な
く
施
釉
さ
れ
て
い
る
。
器
面
四
方
に
は
、

口
縁
部
か
ら
底
部
に
か
け
て
ま
っ
す
ぐ
に
帯
状
の
貼
花
文
が
付
さ
れ
て
お
り
、
口
縁
部

お
よ
び
底
部
付
近
で
は
剣
状
に
先
が
細
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
帯
状
文
の
内
部
に
は
、

劃
花
に
よ
っ
て
左
右
対
称
の
二
列
の
雷
文
が
施
さ
れ
て
い
る（
挿
図
2
）。
口
頸
部
と
胴

挿図2　青磁中蕪形花生　
挿図2　部分

挿図3　同　底部

挿図4　同　旧箱蓋表

挿図5　同　箱蓋裏

部
、
お
よ
び
胴
部
と
基
部
の
境
目
に
は
圏
状
の
段
が
作
ら
れ
て
い
る
。
胴
裾
も
同
じ
く

圏
状
に
削
り
込
ま
れ
て
お
り
、
釉
溜
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
外
底
に
も
施
釉
さ
れ
て
い

る
が
、
高
台
は
側
面
、
接
地
面
と
も
に
釉
が
削
ら
れ
て
、
胎
土
が
薄
い
茶
色
に
発
色
し

て
い
る
。
ま
た
、
外
底
は
中
央
が
円
状
に
削
ら
れ
て
い
る（
挿
図
3
）。

箱
書旧

桐
箱
が
蓋
の
み
現
存
す
る
。
蓋
表
に
「
四
番
之
／
に
廿
五
／
碪
中
蕪
花
生
／
元
禄

十
一
年
十
二
月
」
と
墨
書
が
あ
る（
挿
図
4
）。
現
状
の
箱
に
は
、
蓋
表
に
「
碪
青
磁
花

生
」
と
墨
書
さ
れ
た
札
と
「
花
活
第
壱
弐
號
」
と
い
う
現
行
の
什
宝
番
号
を
記
し
た
貼

札
が
付
さ
れ
る
。
蓋
裏
に
は
墨
書
「（「
納
」
印
）　

三
拾
番
」
と
朱
書
「
上　

拾
六
号
」

の
貼
札
が
あ
る（
挿
図
5
）。

（
二
）青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生

形
状「

青
磁
中
蕪
形
花
生
」
と
同
じ
く
、
口
頸
部
・
胴
部
・
基
部
か
ら
成
る
。
釉
調
は
灰

色
が
か
っ
た
暗
い
青
緑
色
を
呈
し
て
い
る
。
釉
層
が
全
体
的
に
薄
い
た
め
か
、
形
姿
は

シ
ャ
ー
プ
で
あ
る
。
口
頸
部
下
部
と
、
胴
部
の
上
下
、
お
よ
び
基
部
の
上
部
が
圏
状
に

削
り
込
ま
れ
、
そ
の
間
と
な
る
口
縁
部
か
ら
口
頸
部
下
部
、
胴
部
中
央
、
基
部
上
部
か

ら
胴
裾
に
か
け
て
縦
四
方
に
帯
状
の
貼
花
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
帯
状
文
に
は
、

二
つ
も
し
く
は
三
つ
の
節
の
よ
う
な
突
起
が
等
間
隔
で
施
さ
れ
て
い
る（
挿
図
6
）。
こ

の
突
起
部
分
が
凸
状
に
突
き
出
て
お
り
、
帯
状
文
全
体
が
「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」
に
比

べ
て
、
存
在
感
を
も
っ
て
い
る
。
外
底
に
も
施
釉
さ
れ
て
い
る
が
、
接
地
面
お
よ
び
接

地
面
付
近
の
高
台
の
釉
は
削
り
取
ら
れ
て
お
り
、胎
土
は
赤
褐
色
に
発
色
し
て
い
る（
挿

図
7
）。
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箱
書内

箱
は
黒
塗
印
籠
蓋
造
で
あ
る
。
外
箱
は
桐
二
方
盞
蓋
造
で
、
蓋
表
に
墨
書
「
青
磁

天
龍
寺
手
中
蕪
豇
蔓
模
様
／
花
生
」
と
現
行
の
什
宝
番
号
を
記
し
た
「
花
活
第
壹
四

號
」
と
い
う
貼
札（
挿
図
8
）、
蓋
裏
に
「
天
／
六
拾
三
號
／
花
生
」
の
貼
札
が
あ
る（
挿

図
9
）。

二　

尾
張
徳
川
家
の
蔵
帳
に
み
る
尊
形
瓶
の
名
称

（
一
）江
戸
時
代
の
蔵
帳

徳
川
美
術
館
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
大
正
年
間
に
か
け
て
、
尾
張
徳
川
家
が
什
宝
管

理
に
使
用
し
た
蔵
帳
が
数
百
冊
現
存
し
て
い
る
。
最
古
の
蔵
帳
が
、
徳
川
家
康
の
遺
産

台
帳
で
あ
る
『
駿
府
御
分
物
御
道
具
帳
』（
元
和
二
年〈
一
六
一
六
〉十
一
月
二
十
三
日
～
同
四

（
20
）

年
十
一
月
一
日
、
記
録
古
文
書
一
号
）で
、
こ
こ
に
は
「
一　

天
龍
寺
花
生　

弍
」「
一　

　

同
（
天
龍
寺
）
　

き
や
う
つ
　ゝ

壱
」
と
、
青
磁
瓶
と
思
わ
れ
る
品
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
尾
張
徳
川
家
初
代
義
直（
一
六
〇
〇
～
五
〇
）が
歿
し
た
際
に
、
二
代
光
友（
一
六
二
五

～
一
七
〇
〇
）が
相
続
す
る
に
あ
た
っ
て
編
纂
さ
れ
た
蔵
帳
で
あ
る
『
慶
安
四
年
御
数
寄

御
道
具
帳
』（
古
帳
三
号
）に
は
「
一　
　

同
（
御
花
入
）

　

青
磁
二
重
蕪
」「
一　
　

同
（
御
花
入
）

　

青
磁
中

か
ふ
ら　

壱
ツ
」「
一　
　

同
（
御
花
入
）
　

同
（
青
磁
）
　

き
ぬ
た　

壱
ツ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
慶
安
四

年（
一
六
五
一
）の
時
点
で
す
で
に
尊
形
瓶
と
思
し
き
青
磁
が
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
判

明
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
期
の
蔵
帳
に
は
こ
う
し
た
名
称
が
ど
の
作
品
に
相

当
す
る
の
か
を
は
っ
き
り
と
示
す
記
述
は
な
い
た
め
、
現
存
作
品
と
の
同
定
は
容
易
で

は
な
い
。
そ
こ
で
、
作
品
の
箱
に
付
さ
れ
た
貼
紙
を
手
掛
か
り
に
、
作
品
と
同
定
が
可

能
な
蔵
帳
の
記
述
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

「
御
道
具
帳
」（
旧
原
簿
一
三
号
）

尾
張
徳
川
家
の
江
戸
表
の
御
数
寄
屋
方
の
蔵
帳
で
、
十
代
斉
朝（
一
七
九
三
～

一
八
五
〇
）の
代
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
当
時
、
尾
張
徳
川
家
の
什
宝
管
理

の
た
め
の
台
帳
と
し
て
使
わ
れ
、
明
治
初
年
ま
で
引
き
続
き
使
用
さ
れ
た
。
道
具
の
名

称
と
員
数
、
作
者
な
ど
が
書
か
れ
た
短
冊
を
貼
り
込
ん
だ
形
式
で
、
貼
り
替
え
や
貼
り

足
し
も
多
く
見
ら
れ
、
重
複
も
あ
る
。

全
七
冊
の
内
、
第
一
冊
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
見
ら
れ
る
。

　
　

に
廿
五

　
　
　

一　

同
（
青
磁
）
　

碪
中
蕪　

壱

　
　

天
廿
二

　
　
　

同
（
納
）判

卅
番
に
組
入

（
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）

（
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）

（
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）

（
24
）

（
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）

挿図6　青磁竹節文
中蕪形花生　
部分

挿図8　同　外箱蓋表

挿図9　同　外箱蓋裏 挿図7　同　底部
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四
七

　
　

未
上
十
六

「
に
廿
五
」「
同
（
青
磁
）碪
中
蕪
」「
同
（
納
）判
卅
番
」
と
い
う
記
述
が
、「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」
の

箱
書
や
貼
札
と
合
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」
の
ム
ラ
な
く
施
釉
さ
れ

た
明
る
い
青
緑
色
が
「
碪
」
手
と
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
『
立
花
図
巻
』
に

は
「
菖
蒲
形
」「
竹
ノ
節
」、『
花
瓶
之
画
図
』（
慶
長
八
年〈
一
六
〇
三
〉、
個
人
蔵
）に
お
い
て

は
、「
シ
ヤ
ウ
ブ
ガ
タ
」「
タ
ケ
ノ
フ
シ
」
と
い
う
名
称
を
与
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
器
形
が
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
「
中
蕪
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

「
御
数
寄
屋
方
御
道
具
目
録
」（
旧
原
簿
一
一
号
）

尾
張
の
御
数
寄
屋
方
の
蔵
帳
で
、
成
立
は
天
保
十
四
年（
一
八
四
三
）以
前
と
さ
れ
て

い
る
。「
御
道
具
帳
」
と
同
じ
く
、
江
戸
時
代
後
期
の
藩
政
期
か
ら
明
治
初
年
に
至
る

ま
で
、
尾
張
徳
川
家
の
什
宝
管
理
の
た
め
の
台
帳
と
し
て
使
わ
れ
た
。

全
九
冊
の
内
、
内
表
紙
に
「
御
茶
器
御
道
具
帳　

参
」
と
墨
書
が
あ
る
第
三
冊
に

は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

ろ
廿
五　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
塗
箱
入
浅
黄
絹
袋
入

　
　

天
六
十
三　

一　

青
磁
七
官
手
豇
蔓
御
花
生　

中
蕪
形
天
龍
寺
時
代　

壱

　
　
　

納
判
百
六
番
江
組
入

「
天
六
十
三
」
と
い
う
書
き
入
れ
が
、「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」
の
蓋
裏
に
付
さ

れ
た
貼
札
の
記
載
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
作
品
も
ま
た
記
録
と
の
同
定
が
可
能

と
な
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
室
町
時
代
に
は
見
ら
れ
る
「
竹
の
節
」
と
い
う

表
現
は
、
こ
の
時
点
で
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
七
官
手
豇
蔓
」
と
表
記
さ
れ
て
い

（
26
）（
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）

る
点
で
あ
る
。「
中
蕪
形
天
龍
寺
時
代
」
は
「
青
磁
七
官
手
豇
蔓
御
花
生
」
よ
り
も
小

さ
な
文
字
で
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
中
蕪
形
」
も
「
天
龍
寺
時
代
」
も
作
品
の
属
性

と
し
て
付
加
さ
れ
た
情
報
で
し
か
な
く
、
作
品
の
名
称
は
あ
く
ま
で
「
青
磁
七
官
手
豇

蔓
御
花
生
」
で
あ
る
。
加
え
て
、「
七
官
手
」
は
前
出
の
「
碪
」
と
同
じ
よ
う
に
作
品

の
釉
調
を
示
す
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
作
品
を
示
す
た
め
の
重
要
な
語
は

「
豇
蔓
」
で
あ
る
と
言
え
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」
に
は
な

く
「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」
に
あ
る
造
形
的
特
徴
が
「
豇
蔓
」
の
語
に
集
約
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
両
作
品
の
造
形
的
特
徴
を
改
め
て
比
較
す
る
と
、

同
じ
よ
う
な
尊
形
で
あ
っ
て
も
、
釉
調
と
四
方
の
帯
状
文
が
大
き
く
違
う
こ
と
に
気
付

く
。
釉
調
の
違
い
に
つ
い
て
は
先
述
の
通
り
、「
碪
」
と
「
七
官
手
」
と
い
う
語
で
区

別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」
に
は
な
く
「
青
磁
竹
節
文
中
蕪

形
花
生
」
の
も
つ
節
の
隆
起
し
た
帯
状
文
が
、
豆
科
の
植
物
で
あ
る
サ
サ
ゲ（
豇
豆
・
大

角
豆
）を
指
す
と
見
ら
れ
る
「
豇
蔓
」
の
語
に
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

そ
こ
で
、
同
じ
く
尾
張
徳
川
家
に
伝
来
し
、「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」
に
似
た

帯
状
文
を
も
つ
尊
形
瓶
で
あ
る
「
青
磁
二
重
蕪
花
生
」（
東
博
蔵
／
挿
図
10
）に
関
す
る
蔵

帳
の
記
述
を
検
討
し
た
い
。
（
28
）

挿図10　青磁二重蕪花生
東京国立博物館蔵
Image: TNM Image Archives
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四
八

「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」
が
記
載
さ
れ
て
い
た
蔵
帳
と
同
じ
「
御
数
寄
屋
方
御

道
具
目
録
」
の
内
、
内
表
紙
に
「
上
御
数
寄
御
道
具　

壱
」
と
墨
書
の
あ
る
第
一
冊
に

次
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

拾
七　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桐
春
慶
塗
箱
入

　
　

東
上
九　

一　

青
磁
二
重
蕪
御
花
生　
　

袋
萌
黄
地
フ
ウ
ツ　

壱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
ニ
損
繕
有

　
　
　
　

天
保
十
五
辰
二
月
江
戸
江
御
差
下　

弘
化
四
未
三
月
尾
州
江
為
御
差
登

　
　
　
　
　

同
十
壱
番
江
組
入　

つ
ま
り
、
類
似
し
た
帯
状
文
を
有
し
て
い
て
も
、
ベ
ー
ス
と
な
る
器
形
が
二
重
蕪
で

あ
る
場
合
は
、「
二
重
蕪
」
と
称
さ
れ
る
の
み
で
、「
豇
蔓
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
な

い
。
さ
ら
に
、
器
面
に
施
さ
れ
た
刻
花
文
へ
の
関
心
も
名
称
か
ら
は
一
切
感
じ
ら
れ
な

い
。
こ
の
「
二
重
蕪
」
と
い
う
名
称
は
、
古
く
は
『
立
花
図
巻
』
や
『
花
瓶
之
画
図
』

に
見
ら
れ
る
。『
花
瓶
之
画
図
』
に
記
さ
れ
た
「
二
重
蕪
」
の
図
は
無
文
で
あ
る
た
め
、

少
な
く
と
も
尾
張
徳
川
家
に
お
い
て
は
、
装
飾
文
様
に
は
関
係
な
く
、
鏡
餅
の
よ
う
に

胴
部
が
二
段
階
に
膨
ら
ん
だ
器
形
が
一
貫
し
て
「
二
重
蕪
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
と
言
え

る
。
一
方
で
、
胴
部
に
一
つ
だ
け
膨
ら
み
を
も
つ
、
い
わ
ゆ
る
尊
形
に
関
し
て
は
、
室

町
時
代
の
み
な
ら
ず
、
尾
張
徳
川
家
に
お
い
て
は
江
戸
時
代
に
至
っ
て
も
、
単
に
そ
の

器
形
だ
け
で
呼
ぶ
こ
と
は
せ
ず
、
装
飾
文
様
に
着
目
し
た
名
称
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

以
上
に
よ
っ
て
、「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」「
青
磁
二
重

蕪
花
生
」
と
い
う
尾
張
徳
川
家
伝
来
の
三
つ
の
作
品
が
蔵
帳
の
記
述
「
青
磁
碪
中
蕪
」

「
青
磁
七
官
手
豇
蔓
」「
青
磁
二
重
蕪
」
と
同
定
さ
れ
た
。
次
に
こ
れ
ら
の
蔵
帳
を
引
き

（
29
）

継
い
だ
明
治
期
の
蔵
帳
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
名
称
が
ど
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い
る

の
か
確
認
し
た
い
。

（
二
）明
治
・
大
正
期
の
蔵
帳

「
什
器
目
録
」（
什
器
原
簿
一
〇
号
）

前
掲
の
「
御
道
具
帳
」
や
「
御
数
寄
屋
方
御
道
具
目
録
」
と
い
っ
た
「
什
器
旧
原

簿
」
と
称
さ
れ
る
蔵
帳
群
に
は
、
先
述
の
通
り
「
納
判
○
○
番
江
組
入
」
な
ど
の
書
き

入
れ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
明
治
初
期
の
什
宝
整
理
の
際
に
記
さ
れ
た
書
き
入
れ
で
、「
什

器
目
録
」
は
こ
の
結
果
を
元
に
明
治
五
・
六
年（
一
八
七
二
・
七
三
）頃
作
成
さ
れ
た
。
全

十
九
冊
の
う
ち
第
七
冊
に
「
花
活
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
青
磁
碪
中
蕪
」「
青
磁
七

官
手
豇
蔓
」「
青
磁
二
重
蕪
」
の
語
や
、「
天
六
十
三
」
な
ど
の
書
き
入
れ
を
手
掛
か
り

に
、「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」「
青
磁
二
重
蕪
花
生
」
と
考

え
ら
れ
る
記
述
を
抜
き
出
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

十
一

　
　
　
　
　
　
　

一　

青
磁
二
重
蕪 

壱　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
明
治
十
二
年
十
一
月
東
京
エ
廻
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

三
十

　
　

天
廿
二　
　

一　

青
磁
碪
中
蕪 

壱　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

百
六

　
　

天
六
十
三　

一　

青
磁
七
官
手
中
蕪
豇
蔓
模
様 

壱　
　
　

（
30
）
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九

「
天
廿
二
」「
天
六
十
三
」
と
い
う
書
き
入
れ
に
よ
っ
て
、「
青
磁
碪
中
蕪
」「
青
磁
七

官
手
中
蕪
豇
蔓
模
様
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花

生
」
に
相
当
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
ど
ち
ら
も
「
什
器
旧
原
簿
」
に
記
さ
れ
た
名
称
と

相
違
な
く
、
明
治
期
の
什
宝
整
理
の
際
に
は
引
き
続
き
、
こ
れ
ま
で
の
名
称
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。

「
什
器
下
調
元
帳
」

明
治
五
・
六
年
頃
に
「
什
器
目
録
」
が
作
成
さ
れ
た
後
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
時
代

に
か
け
て
再
び
什
宝
の
大
掛
か
り
な
整
理
が
行
わ
れ
、
全
二
冊
の
基
本
台
帳
に
ま
と
め

ら
れ
た
。
こ
の
「
什
器
下
調
元
帳
」
を
元
に
、
各
作
品
の
情
報
を
詳
細
に
記
し
た
全

五
十
八
冊
の
「
什
器
台
帳
」
が
作
成
さ
れ
た
。

「
什
器
下
調
元
帳
」
に
は
、「
青
磁
碪
中
蕪
」
が
「
青
磁
中
蕪
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る

と
い
う
細
か
い
違
い
が
見
ら
れ
る
以
外
、「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形

花
生
」「
青
磁
二
重
蕪
花
生
」
の
三
点
の
作
品
名
は
基
本
的
に
「
什
器
目
録
」
を
踏
襲

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
大
正
期
に
至
っ
て
も
、
文
化
・
文
政
年
間
以
降
引
き
継
が
れ

て
き
た
尊
形
瓶
の
名
称
に
と
り
わ
け
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
什
器

台
帳
」
の
中
で
作
品
の
形
状
を
説
明
し
た
箇
所
に
、
興
味
深
い
記
述
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

「
青
磁
中
蕪
」
の
項
に
は
「
花
瓶
形
円
尊
形
ト
云
フ
ヘ
キ
カ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
時
期
に
至
っ
て
初
め
て
、「
尊
」
と
い
う
表
現
が
登
場
し
て
い
る
。
ま
た
、
尊
形

を
指
し
て
「
花
瓶
形
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。「
花

瓶
形
」
を
「
什
器
台
帳
」
に
探
す
と
、「
青
磁
花
瓶
形
豇
蔓
模
様
」
と
い
う
名
の
花
生
が

見
つ
か
っ
た
。
形
状
の
説
明
に
は
「
花
瓶
形（
円
尊
ト
云
フ
ヘ
キ
カ
）外
面
ニ
豇
蔓
ト
称

ス
ル
モ
ノ
四
線
縦
ニ
置
ク
」
と
あ
り
、「
青
磁
竹
節
花
生
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
帯
状
文

を
も
つ
尊
形
瓶
が
も
う
一
点
、
尾
張
徳
川
家
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま

た
、「
豇
蔓
」
と
は
四
方
の
帯
状
文
の
こ
と
で
あ
る
と
明
確
に
記
さ
れ
て
お
り
、
先
の

「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」
と
「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」
の
造
形
と
名
称
と
の
比
較
検

討
を
裏
付
け
る
。
な
お
、「
青
磁
花
瓶
形
豇
蔓
模
様
」
に
相
当
す
る
作
品
の
記
録
を
遡

る
と
、「
什
器
目
録
」
に
は
「
青
磁
七
官
手
花
瓶
形
」、「
御
道
具
帳
」
に
は
「
青
磁
花

瓶
形
御
花
生
」と
記
さ
れ
て
い
る
。「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」

は
と
も
に
「
中
蕪
」
の
語
を
名
称
に
含
ん
で
い
た
の
に
対
し
て
、「
中
蕪
」
を
用
い
ず

に
「
花
瓶
形
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
理
由
は
何
ら
か
の
造
形
的
な
相
違
点
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
青
磁
七
官
手
中
蕪
豇
蔓
模
様
」
の
項
に
は
「
青
磁
天
龍
寺
上
手
中
蕪
四
ツ
耳（
俗
ニ

竹
ノ
節
耳
ト
モ
云
）豇
蔓
模
様
」
と
あ
り
、
室
町
時
代
の
花
伝
書
に
記
さ
れ
て
以
降
姿

を
消
し
て
い
た
「
竹
ノ
節
」
と
い
う
語
が
明
治
期
に
な
っ
て
再
び
姿
を
現
す
よ
う
に
な

る
。「

青
磁
二
重
蕪
」
の
項
に
は
、「
豇
蔓
耳
四
筋
管
耳
二
ヶ
所
ア
リ
」
と
記
さ
れ
、「
青

磁
二
重
蕪
花
生
」
に
見
ら
れ
る
突
起
を
有
す
る
帯
状
文
は
、
名
称
と
し
て
は
採
用
さ
れ

な
い
も
の
の
「
青
磁
竹
節
花
生
」
の
そ
れ
と
同
じ
く
「
豇
蔓
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
判
明
す
る
。

（
三
）尊
形
瓶
の
造
形
と
名
称

最
後
に
、
尊
形
瓶
の
名
称
と
し
て
、
尾
張
家
の
蔵
帳
に
お
い
て
し
ば
し
ば
採
用
さ
れ

て
い
る
「
豇
蔓
」
の
語
が
、
こ
の
他
に
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

確
認
し
て
お
き
た
い
。

「
青
磁
尊
形
花
生
」（
東
博
蔵
／
挿
図
11
）に
は
、
い
つ
の
時
代
の
名
称
な
の
か
は
定
か

で
な
い
が
、
蓋
表
に
「
サ
サ
キ
ツ
ル　

青
地
花
入
」
と
墨
書
が
あ
り
、
箱
短
側
面
に

（
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）
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）
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）

（
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）
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五
〇

は
「
大
角
豆
蔓
花
入
」
と
い
う
貼
札
が
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
口
頸
部
四
方
に
ギ
ザ
ギ

ザ
と
し
た
帯
状
の
文
様
を
縦
に
貼
り
付
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
四
つ
の
帯
状
文
を
中
心
線

と
し
て
、
口
頸
部
と
胴
部
の
境
目
か
ら
、
口
縁
部
に
か
け
て
弓
状
の
刻
花
文
が
左
右
対

称
に
施
さ
れ
て
い
る
。
胴
部
と
基
部
に
も
ま
た
、
縦
向
き
の
帯
状
文
が
四
方
に
貼
り
付

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
帯
状
文
は
一
見
す
る
と
口
頸
部
と
基
部
に
、
胴
部
で
途
切

れ
る
凸
帯
が
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
口
頸
部
と
基
部
の
帯
状
文
は
細
か
な
造
形
が

異
な
っ
て
お
り
、
胴
部
と
基
部
と
が
類
似
し
て
い
る
。
口
頸
部
の
帯
状
文
は
、
稲
妻
の

よ
う
な
模
様
に
平
た
く
幅
を
も
っ
て
絞
り
出
し
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
上
で
縦
に
な
め

ら
か
に
つ
な
が
る
よ
う
に
な
ら
さ
れ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
胴
部
と
基
部
の
帯
状

文
は
、
全
体
的
に
精
緻
で
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
縦
の
細
い
線
に
対
し
て
左
右
か
ら
縫

い
目
の
よ
う
に
ジ
グ
ザ
グ
と
や
や
太
い
線
が
ほ
ぼ
左
右
対
称
で
施
さ
れ
て
い
る
。
一
方

で
、「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」
の
帯
状
文
は
先
述
の
通
り
、
節
の
よ
う
な
突
起
を

も
つ
貼
花
文
が
口
頸
部
か
ら
基
部
ま
で
貫
く
よ
う
に
施
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
よ
う
に
サ

サ
ゲ
に
見
立
て
ら
れ
た
両
作
品
の
帯
状
文
は
、
細
か
く
比
較
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ

て
い
る
。

『
万
宝
全
書
』（
元
禄
七
年〈
一
六
九
四
〉刊
）巻
八
「
古
今
和
漢
諸
道
具
見
知
鈔
」
に
は
、

「
十
四
花
生
耳
之
部
」
と
題
さ
れ
た
項
目
の
中
に
「
大
角
豆
」
が
、
縄
の
よ
う
な
形
状

の
左
右
の
耳
の
図
を
伴
っ
て
「
大
角
豆
耳
」
と
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、

節
の
あ
る
文
様
が
「
大
角
豆
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
十
九　

青
磁
之
道
具

古
今
渡
り
目
録
」
と
い
う
項
目
に
は
、
図
が
伴
わ
な
い
が
、「
竹
乃
ふ
し　

青
磁　

上

手
下
手
あ
り
こ
し
に
竹
乃
ふ
し
有
」
と
あ
り
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
「
豇
／
大
角
豆
」

と
「
竹
の
節
」
は
別
の
造
形
を
指
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

ま
た
、『
茶
道
筌
蹄
』（
一
八
一
六
）に
は
青
磁
に
つ
い
て
記
し
た
箇
所
に
、
具
体
的
な

造
形
に
ま
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、「
サ
ヽ
ゲ
蔓
／
竪
ニ
ス
ヂ
ア
リ
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、「
サ
ヽ
ゲ
蔓
／
豇
蔓
／
大
角
豆
蔓
」
の
語
は
隆
起
し
た
、
縦
に
付
さ
れ
た

帯
状
文
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
か
ら
、「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」
の
尾
張
徳
川
家
の

蔵
帳
に
お
け
る
名
称
の
変
遷
お
よ
び
名
称
と
造
形
的
特
徴
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
二

点
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
一
）室
町
時
代
に
は
見
ら
れ
る
「
竹
の
節
」「
菖
蒲
形
」
と
い
う
表
現
は
、
文
化
・

文
政
年
間
の
蔵
帳
に
は
見
ら
れ
ず
、
代
わ
り
に
「
豇
蔓
」
の
語
が
新
た
に
登
場
し
、「
青

磁
中
蕪
形
花
生
」
に
は
な
く
「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」
の
も
つ
節
を
も
つ
隆
起
し

た
帯
状
文
が
「
豇
蔓
」
に
表
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
竹
の
節
」
の
語
は
「
豇
蔓
」
の

同
義
と
し
て
明
治
期
に
な
っ
て
再
び
姿
を
現
す
よ
う
に
な
る
。

（
二
）尊
形
を
示
す
名
称
は
、「
中
蕪
」
の
語
が
文
化
・
文
政
年
間
以
降
現
在
に
至
る

ま
で
採
用
さ
れ
続
け
る
が
、
明
治
期
に
至
る
と
「
尊
」
と
い
う
表
現
が
登
場
す
る
。
ま

（
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）

（
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）

挿図11　青磁尊形花生
東京国立博物館蔵
Image: TNM Image Archives



徳
川
美
術
館
蔵
青
磁
尊
形
瓶
に
関
す
る
一
考
察

五
一

た
、
具
体
的
な
造
形
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
尊
形
と
さ
れ
る
器
形
を
指
し
て
「
花
瓶

形
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

青
磁
尊
形
瓶
は
相
国
寺
旧
境
内
と
い
っ
た
大
禅
刹
や
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
な
ど
の
大

名
屋
敷
で
主
に
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
加
え
て
、
尾
張
徳
川
家
に
お
い
て
も
早
い
段

階
か
ら
青
磁
尊
形
瓶
が
数
個
に
渡
っ
て
伝
来
し
て
お
り
、
室
礼
の
道
具
と
し
て
必
要
に

迫
ら
れ
た
結
果
、
禅
宗
寺
院
や
武
家
に
と
っ
て
不
可
欠
な
道
具
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
尊
形
瓶
は
日
本
に
お
け
る
器
種
毎
の
青
磁
受
容

を
考
え
た
と
き
に
、
特
定
の
時
代
や
受
容
層
を
象
徴
す
る
存
在
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
本
稿
は
、
尾
張
徳
川
家
に
お
け
る
青
磁
尊
形
瓶
の
名
称
の
変
遷
に
つ
い
て
の
断

片
的
な
報
告
に
留
ま
っ
た
が
、
今
後
は
こ
う
し
た
視
野
に
立
っ
て
、
名
称
が
変
遷
し
た

背
景
の
考
察
を
含
め
、
青
磁
受
容
の
様
相
を
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

註（
1
）　

本
稿
で
は
、
口
頸
部
・
胴
部
・
基
部
よ
り
成
り
立
ち
、
口
頸
部
お
よ
び
基
部
が
漏
斗
状
に

広
が
り
、
胴
部
に
一
つ
も
し
く
は
二
つ
の
球
状
の
膨
ら
み
を
も
つ
器
形
を
総
称
し
て
尊
形
と
呼

ぶ
。
一
般
的
に
尊
形
は
「
中
蕪
形
」
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
所
蔵
先
の
表
記
お
よ
び
蔵
帳
の
記
載

に
従
う
場
合
以
外
に
は
、
こ
の
語
は
用
い
ず
、
尊
形
で
統
一
す
る
。
な
お
、
中
国
で
言
う
と
こ

ろ
の
「
鳳
首
尊
形
」、
器
面
に
貼
花
牡
丹
文
を
有
す
る
こ
と
か
ら
俗
に
「
牡
丹
文
花
生
」
と
も

呼
ば
れ
る
瓶
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
尊
形
に
こ
れ
を
含
め
な
い
。

（
2
）　

法
量
は
以
下
の
通
り
。
単
位
は
す
べ
て
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
高
二
五
・
一　

口
径

一
三
・
九　

胴
径
一
〇
・
三　

腰
径
一
〇
・
四　

高
台
高
〇
・
四　

高
台
径
八
・
一
。『
花
生
』

（
徳
川
美
術
館
・
根
津
美
術
館　

昭
和
五
十
七
年
十
月
一
日
）作
品
番
号
四
二
。
以
下
、
作
品
名

は
原
則
と
し
て
所
蔵
先
の
表
記
に
基
づ
く
。
個
人
蔵
の
尊
形
瓶
の
作
品
の
名
称
は
、『
花
生
』
に

お
け
る
表
記
に
従
っ
た
。
な
お
徳
川
美
術
館
の
所
蔵
品
に
は
括
弧
内
に
什
宝
番
号
を
記
し
た
。

（
3
）　

高
二
三
・
八　

口
径
一
五
・
九　

胴
径
一
二
・
二　

高
台
径
九
・
八
。

（
4
）　

高
二
四
・
六　

口
径
一
五
・
二　

胴
径
一
二
・
四　

底
径
一
〇
・
六
。

（
5
）　

高
二
六
・
六　

口
径
一
八
・
二　

胴
径（
上
）一
〇
・
二　
（
下
）一
二
・
〇　

底
径
一
〇
・
五
。

（
6
）　

高
二
〇
・
八　

口
径
一
三
・
〇　

胴
径
六
・
三
。『
花
生
』
作
品
番
号
四
三
。

（
7
）　

高
二
一
・
五　

口
径
一
一
・
八　

胴
径
五
・
八
。

（
8
）　

高
二
二
・
八　

口
径
九
・
四　

胴
径
九
・
六
。

（
9
）　

森
達
也
「
汝
窯
と
南
宋
官
窯
─
器
形
と
技
術
の
比
較
─
」（『
北
宋
汝
窯
青
磁
の
謎
に
せ
ま

る
』
大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館　

二
〇
一
〇
年
三
月
）。

（
10
）　

岡
田
穣
編
『
日
本
の
美
術 

床
の
間
と
床
飾
り
』
一
五
二
号　

至
文
堂　

昭
和
五
十
四
年

一
月
十
五
日
。

筒
井
紘
一
監
修
『
茶
の
湯
絵
画
資
料
集
成
』　

平
凡
社　

一
九
九
二
年
四
月
二
十
日
。

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
陶
磁
器
の
文
化
史
』　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館　

一
九
九
八
年
三

月
二
十
四
日
。

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
『
東
ア
ジ
ア
中
世
海
道
』　

毎
日
新
聞
社　

二
〇
〇
五
年
三
月
ほ
か
。

（
11
）　

文
化
公
報
部
文
化
財
管
理
局
編
『
新
安
海
底
遺
物 

資
料
編
』
一
～
三
巻　

同
和
出
版
公

社　

ソ
ウ
ル　

一
九
八
二
～
一
九
八
三
年
。

（
12
）　
『
花
咲
く
城
下
町
一
乗
谷
』　

福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館　

二
〇
〇
五
年
十
月
。

（
13
）　

拙
稿
「
相
国
寺
旧
境
内
出
上
の
龍
泉
窯
青
磁
の
位
置
付
け
─
唐
物
趣
味
の
形
成
史
に
む
け

て
─
」（『
貿
易
陶
磁
研
究
』
三
十
三
号　

二
〇
一
三
年
九
月
二
十
八
日
）。

（
14
）　
『
小
河
御
所
并
東
山
殿
御
錺
図
』
に
は
、
図
示
さ
れ
た
三
具
足
の
材
質
ま
で
明
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、『
立
花
図
巻
』
に
は
同
様
の
押
板
飾
り
の
図
に
添
え
て
「
青
磁
三
具
足
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
は
「
胡
銅
青
磁
の
間
い

ず
れ
も
同
」、
群
書
類
従
所
収
の
同
書
に
は
「
胡
銅
青
磁
取
合
セ
ラ
レ
テ
モ
不
苦
候
」
と
、
い

ず
れ
も
押
板
飾
り
に
関
す
る
箇
所
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）　

花
伝
書
は
、『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
花
瓶
に
つ
い
て
の
記
事
や
瓶
花

飾
り
の
図
示
が
、
次
第
に
花
の
理
論
と
し
て
成
熟
し
た
結
果
生
ま
れ
た
。
天
文
年
間
に
数
多
く

作
ら
れ
、
花
伝
書
の
時
代
は
こ
こ
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
至
る
ま
で
続
く
。
こ
の
頃
ま
で
は
主

と
し
て
巻
物
形
式
で
師
資
相
承
の
非
公
開
を
前
提
と
す
る
性
質
で
あ
っ
た
が
、
十
七
世
紀
後
半

か
ら
、
書
物
と
し
て
多
数
出
版
さ
れ
は
じ
め
、
内
容
も
啓
蒙
を
目
的
と
す
る
入
門
書
や
解
説
書

へ
と
変
容
し
て
い
っ
た（
村
井
康
彦
「
伝
書
概
説
」
岡
田
幸
三
編
『
図
説 

い
け
ば
な
大
系　

第

六
巻　

い
け
ば
な
の
伝
書
』
角
川
書
店　

昭
和
四
十
七
年
二
月
十
日
）。
花
伝
書
に
お
け
る
花



徳
川
美
術
館
蔵
青
磁
尊
形
瓶
に
関
す
る
一
考
察

五
二

生
に
関
す
る
記
述
内
容
の
変
化
は
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
16
）　

十
六
～
十
八
世
紀
の
記
録
に
見
ら
れ
る
龍
泉
窯
青
磁
に
つ
い
て
は
、
西
田
宏
子
氏
が
『
松

屋
会
記　

久
政
茶
会
記
』『
天
王
寺
屋
会
記　

宗
達
他
会
記
』『
松
屋
会
記　

久
好
茶
会
記
』『
有

楽
亭
茶
湯
日
記
』『
小
堀
遠
州
茶
会
記
集
成
』『
伊
達
綱
村
茶
会
記
』『
槐
記
』『
雲
州
名
物
』
な

ど
を
基
に
検
討
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
茶
会
に
お
け
る
青
磁
の
花
生
と
し
て
は
、
蕪
無
・
筒

形
・
筍
形
と
い
っ
た
器
形
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る（
西
田
宏
子
「
南
宋
の
龍

泉
窯
青
磁
」『
此
君
』
三
号　

根
津
美
術
館　

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
五
日
）。

（
17
）　

早
稲
田
大
学
蔵
の
寛
政
三
年
版
を
参
照
し
た
。

（
18
）　

早
稲
田
大
学
蔵
の
弘
化
四
年
版
を
参
照
し
た
。

（
19
）　
「
二
重
カ
フ
ラ
」
は
東
博
蔵
「
青
磁
二
重
蕪
花
生
」
に
、「
竹
の
節
」
は
徳
川
美
術
館
蔵

「
青
磁
竹
節
文
中
蕪
形
花
生
」
に
、「
菖
蒲
形
」
は
同
館
蔵
「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」
に
比
定
さ
れ

て
い
る
。
註（
2
）前
掲
『
花
生
』
作
品
解
説
、
註（
16
）西
田
前
掲
論
文
参
照
。

（
20
）　

各
蔵
帳
の
内
容
・
成
立
背
景
や
写
本
・
副
本
と
い
っ
た
蔵
帳
間
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、

佐
藤
豊
三
「
享
保
時
代
に
お
け
る
尾
張
徳
川
家
の
蔵
帳
整
理
に
つ
い
て
」（『
金
鯱
叢
書
』
第

二
十
五
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
十
年
八
月
三
十
日
）に
詳
し
い
。

（
21
）　
『
駿
府
御
分
物
御
道
具
帳
』
の
う
ち
「
色
々
御
道
具
帳
一
冊
」（『
大
名
の
茶
の
湯
』　

徳
川

美
術
館　

平
成
四
年
四
月
十
一
日
）。

（
22
）　
「『
慶
安
四
年
御
数
寄
御
道
具
帳
』
一
冊
」（
註（
21
）前
掲
書
所
収
）。

（
23
）　

な
お
、「
一　
　

同
（
御
花
入
）青

磁
中
か
ふ
ら　

壱
ツ
」
に
は
「
出
雲
守
様
ニ
被
進
」
と
貼
札
が
あ

る
た
め
、
こ
の
花
生
は
慶
安
四
年
の
時
点
で
は
尾
張
徳
川
家
に
存
在
し
、
そ
の
後
同
家
を
出
た

こ
と
が
分
か
る
。

（
24
）　

山
本
泰
一
「
尾
張
徳
川
家
の
幕
末
期
に
お
け
る
什
宝（
収
蔵
品
）の
種
類
と
数
量
に
つ
い
て

（
二
）」（『
金
鯱
叢
書
』
第
三
十
三
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
十
八
年
十
月
二
十
日
）。

（
25
）　

山
本
泰
一
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
帳
の
優
品
の
多
く
は
「
御
数
寄
屋
方
御
道
具
帳
」（
旧
原
簿

十
一
号
）に
記
載
さ
れ
る
尾
張
の
「
上
御
数
寄
道
具
」
で
あ
り
、
古
く
は
尾
張
徳
川
家
八
代
宗

勝（
一
七
〇
五
～
六
一
）の
代
の
延
享
三
年（
一
七
四
六
）に
少
数
が
江
戸
に
移
動
し
て
お
り
、
記

載
さ
れ
た
什
宝
の
大
半
は
、
尾
張
徳
川
家
十
一
代
斉
温（
一
八
一
九
～
三
九
）と
十
二
代
斉
荘

（
一
八
一
〇
～
四
五
）の
代
に
、
尾
張
よ
り
江
戸
に
移
さ
れ
た
と
い
う
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る

「
青
磁
中
蕪
形
花
生
」
と
見
ら
れ
る
記
載
は
、「
御
数
寄
屋
方
御
道
具
帳
」
と
重
複
し
な
い
た

め
、
当
初
か
ら
江
戸
に
あ
っ
た
道
具
と
考
え
ら
れ
る
。
註（
24
）山
本
前
掲
論
文
参
照
。

（
26
）　

註（
24
）山
本
前
掲
論
文
参
照
。

（
27
）　
「
天
○
○
」
と
は
、
明
治
十
三
年
以
降
に
行
わ
れ
た
什
宝
整
理
に
お
い
て
行
わ
れ
た
「
天
・

地
・
人
」
の
三
部
の
格
付
け
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
際
に
、
既
存
の
蔵
帳
と
の
照
合
が
行
わ

れ
、
江
戸
時
代
の
蔵
帳
に
こ
う
し
た
整
理
番
号
が
書
き
入
れ
さ
れ
て
い
る
。

（
28
）　

東
博
蔵
「
青
磁
二
重
蕪
花
生
」
が
尾
張
徳
川
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
際
の
箱
は
、
現
在
す
で

に
失
わ
れ
て
い
る
が
、
大
正
十
年（
一
九
二
一
）十
一
月
の
尾
張
徳
川
家
の
売
立
目
録
、
後
述
す

る
明
治
期
の
台
帳
「
御
数
寄
屋
方
御
道
具
目
録
」
な
ど
を
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
作
品

が
尾
張
徳
川
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
な
お
、
本
作
品
の
売
立
が
行
わ
れ

た
際
に
、尾
張
徳
川
家
の
み
な
ら
ず
田
安
家
伝
来
の
道
具
も
加
え
ら
れ
て
お
り（
四
辻
秀
紀
「
尾

張
徳
川
家
の
名
宝
─
里
帰
り
の
名
品
・
優
品
を
め
ぐ
っ
て
─
」『
尾
張
徳
川
家
の
名
宝
』　

徳
川

美
術
館　

平
成
二
十
二
年
十
月
二
日
）、現
在
の
箱
に「
田
安
家
伝
来
」と
の
貼
札
が
あ
る
の
は
、

こ
の
こ
と
に
よ
る
錯
誤
と
考
え
ら
れ
る
。

（
29
）　

名
称
ひ
い
て
は
分
類
の
あ
り
方
に
関
し
て
、
二
重
蕪
形
の
よ
う
に
同
一
の
器
形
が
一
つ
し

か
存
在
し
な
い
場
合
と
、
尊
形
の
よ
う
に
同
時
に
二
つ
以
上
存
在
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
後

者
が
識
別
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、
異
な
る
名
称
が
与
え
ら
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
東
博
が
所
蔵
す
る
「
青
磁
琮
形
瓶
」
や
徳
川
美
術
館
に
現
存
す
る

三
つ
の
琮
形
瓶
な
ど
、
尾
張
徳
川
家
に
は
大
き
く
形
の
異
な
る
少
な
く
と
も
四
点
以
上
の
琮
形

瓶
が
伝
来
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
蔵
帳
に
は
「
青
磁
経
筒
」
と

記
さ
れ
る
の
み
で
、
こ
れ
ら
を
区
別
し
て
い
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。

（
30
）　

註（
24
）山
本
前
掲
論
文
、
註（
20
）佐
藤
前
掲
論
文
参
照
。

（
31
）　

佐
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
蔵
帳
は
収
蔵
場
所
や
時
代
ご
と
に
書
き
改
め
ら
れ
て
成
立
す
る
が
、

新
た
に
成
立
す
る
蔵
帳
に
各
時
代
の
情
報
や
名
称
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な

い
。
つ
ま
り
、
蔵
帳
に
よ
っ
て
は
、
員
数
が
重
要
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
前
時
代
の
情
報
や
名
称

が
そ
の
ま
ま
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る（
佐
藤
豊
三
「
尾
張
徳
川
家
蔵
帳
に
み
る
唐
物
染
付

の
名
称
」『
金
鯱
叢
書
』
第
三
十
三
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
十
八
年
十
月
二
十
日
）。
な
お
、

「
青
磁
二
重
蕪
花
生
」
は
、「
天
・
地
・
人
」
の
格
付
け
が
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
、
書
き
入

れ
に
よ
っ
て
同
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
本
蔵
帳
に
お
い
て
青
磁
瓶
が
列
記
さ
れ
る
中

で
、「
青
磁
二
重
蕪
花
生
」
と
い
う
記
述
は
一
箇
所
に
し
か
見
ら
れ
な
い
た
め
、
同
一
の
作
品



徳
川
美
術
館
蔵
青
磁
尊
形
瓶
に
関
す
る
一
考
察

五
三

と
み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

（
32
）　

そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
年
代
は
以
下
の
通
り
。
第
壱
部　

明
治
三
十
一
年
三
月
、
新
第
壱
部　

大
正
四
年
十
二
月
、
第
二
部　

明
治
三
十
年
八
月
よ
り
四
十
四
年
一
月
、
第
三
部　

明
治
三
十

年
八
月
よ
り
四
十
四
年
一
月
。
註（
20
）佐
藤
前
掲
論
文
参
照
。

（
33
）　

こ
う
し
た
「
什
器
台
帳
」
に
お
け
る
形
状
の
説
明
に
は
、「
村
瀬
玄
中
ノ
調
ニ
依
ル
」
と

文
末
に
記
さ
れ
て
い
る
。
村
瀬
玄
中（
一
八
四
四
～
一
九
一
八
）は
、
名
古
屋
清
寿
院
住
持
で
、

裏
千
家
十
一
世
玄
々
斎
の
高
弟
と
し
て
知
ら
れ
る
。
明
治
四
十
三
年
か
ら
大
正
四
年
に
か
け

て
、
尾
張
徳
川
家
は
、
今
泉
雄
作（
一
八
五
〇
～
一
九
三
一
）・
村
瀬
玄
中
・
シ
テ
方
観
世
流
能

楽
師
の
観
世
喜
之（
一
八
八
五
～
一
九
四
〇
）・
能
装
束
師
の
関
岡
吉
太
郎
・
シ
テ
方
金
剛
流
能

楽
師
の
金
剛
謹
之
助（
一
八
五
四
～
一
九
二
三
）ら
の
専
門
家
に
、
什
宝
の
美
術
品
と
し
て
の
価

値
判
断
を
依
頼
し
て
い
る（
香
山
里
絵
「
徳
川
義
親
の
美
術
館
設
立
想
起
」『
金
鯱
叢
書
』
第

四
十
一
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
五
日
）。

（
34
）　

什
器
台
帳
に
は
、
昭
和
二
十
三
年
三
月
に
売
却
さ
れ
た
と
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
実
際
に

徳
川
美
術
館
に
は
現
存
し
な
い
。
昭
和
二
十
三
年
に
は
、
戦
後
の
復
興
資
金
を
捻
出
す
る
た
め

の
売
立
が
行
わ
れ
て
い
る
。
註（
28
）四
辻
前
掲
論
文
参
照
。

（
35
）　

立
命
館
大
学
蔵
の
明
和
七
年
版
を
参
照
し
た
。

（
36
）　
「
竹
ノ
節
」
と
い
う
名
称
は
、
筍
形
瓶
の
箱
書
に
も
確
認
さ
れ
る
た
め（
註（
2
）前
掲
書

『
花
生
』
一
九
二
頁
）、
江
戸
初
期
の
段
階
に
お
い
て
は
、
腰
に
節
を
も
つ
筍
形
の
よ
う
な
器
形

に
対
し
て
「
竹
の
節
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

［
付
記
］　

本
稿
の
執
筆
お
よ
び
写
真
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
陽
明
文
庫
、
根
津
美
術
館 

西
田
宏

子
氏
、
東
京
国
立
博
物
館 

三
笠
景
子
氏
よ
り
格
別
の
ご
高
配
お
よ
び
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
記
し
て
深
謝
い
た
し
ま
す
。 

（
美
術
館　

學
藝
員
）
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史
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史
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三
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行
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）
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─
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史
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